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**** Gurobi Optimizer ソリューションセミナー2024 開催のご案内  **** 

 

オクトーバー・スカイは、例年開催しているGurobi Optimizerソリューションセミナー2024を、

以下の日程で開催致します。本セミナーでは、Gurobi の最新バージョン情報（次期メジャー

バージョン Gurobi Optimizer V.11）、Gurobiの国内事例（数理最適化を基盤とした生産計画

および飼料配合計画の 2講演）、海外事例（SAPおよび食品会社における物流計画の 2事

例）についての講演を予定しており、Gurobi を活用した興味深い内容でお届けいたします。

また、弊社パートナー企業による量子コンピュータと Gurobi に関する講演もございます。 

 

2023年 11月 6日（月）より、弊社サイトにて本セミナーの参加申込受付を開始致します。 

なお、セミナー参加受付開始のご案内は、メルマガ臨時号でご案内をさせていただきます。

今年も、多くの皆様のご来場を、お待ち申し上げております。 

 

【Gurobi Optimizer ソリューションセミナー2024】 

 

参加申込受付開始：2023年 11月 6日（月）から 

開催日程：2024年 1月 18日（木） 



会場参加：The Okura Tokyo (会場名：オーチャード) https://theokuratokyo.jp/  

オンライン参加：Webex 

 

**** 第七回 Webinar 再開催のご案内:   

             Gurobi とハードウェア構成（アップデート版） **** 

 

オクトーバー・スカイは、第七回 Webinar を「Gurobi とハードウェア構成（アップデート版）」と

いう題目で、以下の日程で再開催します。なお、前回の開催内容から、内容が半分ほどア

ップデートされていますので、前回の同 Webinar にご参加の方が、再度ご参加いただいて

も、有益で、役立つ内容構成になっています。 

多くの皆様のご参加を、お待ち申し上げております。 

 

【第七回 Webinar 再開催】Gurobi とハードウェア構成  

 

開催日程：2023年 12 月 7日（木） 10：30 ～ 12：00 

 

概要：Gurobi Optimizer を利用する際に役に立つかもしれないハードウェアに関する 

   Tips 集をご紹介します。 

 

        1. ハードウェアの仕組み 

        2. CPU (物理コア、仮想コア、論理プロセッサ) 

        3. メインメモリとスワップ 

        4. CPUの選定と CPUキャッシュ 

        5. 最近発売された(る)CPU 

        6. 仮想環境 

        7. Docker 

        8. インスタンスの選定 - AWS を例に 

        9. Gurobi ライセンスの選定 

        10. その他（Gurobi のハードウェアに関する新機能） 

        11. Q&A 

 

参加人数：40名 

参加費：無償 

 

ご参加お申し込みおよび詳細概要は、こちらから 

https://www.octobersky.jp/event/event-12838  
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****  イベントのご案内：RAMPシンポジウム(RAMP 2023)  **** 

 

RAMP シンポジウムは、日本オペレーションズ・リサーチ学会の数理計画研究部会 

（RAMP: Research Association of Mathematical Programming）によって年一度開催される、

最適化、数理計画に関するシンポジウムです。オクトーバー・スカイは、RAMPシンポジウム

に協賛します。 

 

【開催期間】 2023年 11月 20日（月）～ 21日（火） 

【会場】   東京工業大学大岡山キャンパス 西 9号館ディジタル多目的ホール 

 

本イベントの詳細は、こちらから 

https://www.octobersky.jp/event/event-12796  

 

****  各種トレーニングのご案内  **** 

 

オクトーバー・スカイは、各種トレーニングを定期的に開催しています。 

多くの皆様のご参加お申し込みを、お待ちしております。 

 

【製品入門トレーニング】参加費：無料 オンライン開催 

 

AMPL入門トレーニングコース  

開催日時：2023年 12 月 1日 （金） 13：30 ～ 17：00  

 

Gurobi Optimizer入門トレーニングコース  

開催日時：2023年 12 月 14日（木） 13：30 ～ 17：00  

 

トレーニング詳細情報および参加お申込みは、こちらから 

https://www.octobersky.jp/training  

 

-----------------------------------------------------------------------    

第 5回 充填問題 （全 5回） 

                                     株式会社オクトーバー・スカイ 

                              最適化コンサルタント 阿瀬 始 

 

前回の解法は球充填問題を 3 次元空間のパッキングとして与えられた個数の球を一度に

配置するものでした。今回述べる解法は一度に配置するのではなく、1 層ずつ配置する方

https://www.octobersky.jp/event/event-12796
https://www.octobersky.jp/training


法です。果物屋の方法に近いとも言えます。まず第 1 層ですが、第 1 層は 円充填問題に

他なりません。したがって、与えられた個数の一部で円充填問題を解きます。以下、半径

r=1 として記述します。高さが 2（半径長の 2 倍）を超えない最大個数による配置が第 1 層

の解です。            

                           

与えられた断面長方形に対し、解はわかっているとしても良いと思います。第 1層の解の個

数を N1 とします。                                                   

 

第 2層では残りの球のうち何個配置するのがよいかは未知です。第 2層で配置できる最大

数は第 1層の個数 N1です。第 1層と同じ個数だと第 1層の各球の真上に 1個ずつ置く配

置になるので、第 1 層のくぼみを全く利用しませんから最適な配置ではありません。したが

って、第 2層の最適個数はその最大個数より小さいはずですので、大個数からある数（たと

えば第 1層の 1列の球の数）少ない数から始めて最適化問題 を解き、最適値が前の個数

に対する最適値より大きくなれば、前の個数に対する最 適解を第 2層の最適解とします。                                               

第 2層に N2個の球を配置するときの最適化問題はつぎのように定式化されます。    

変数は第 2層の各球の位置と容器の高さですので   

                              

   x1(n)：n番目球の中心 x 座標、n=N1+1,....,N1+N2                         

   x2(n)：n番目球の中心 y座標、n=N1+1,....,N1+N2                         

   x3(n)：n番目球の中心 z座標、n=N1+1,....,N1+N2                         

   h：高さの上界                                                        

 

となります。すべて連続変数です。制約条件は   

                               

(1)各球は容器の中になければならないはつぎのようになります。                

  ｒ≦x1(n)≦LX-r, n=N1+1,....,N1+N2                                     

  ｒ≦x2(n)≦LY-r, n=N1+1,....,N1+N2                                     

  ｒ≦x3(n)≦h-r, n=N1+1,....,N1+N2   

                                    

(2)アイテムは重なってはいけないという制約はつぎのようになります。          

   D(n1, n2)≧4r^2, n1=N1+1,....,N1+N2-1, n2= n1+1,....,N1+N2   

         

(3)アイテムは第 1層のアイテムと重なってはいけないという制約はつぎのように   

  なります。                                                                 

   D(n1, n2)≧4r^2, n1=N1+1,....,N1+N2, n2= 1,....,N1    

                



D(n1,n2)は球 n1 と球 n2 の中心間距離の 2 乗で前回定義しましたが、念のため書いておき

ます。                                                               

 

   D(n1,n2) ≡(x1(n1)-x1(n2))^2+(x2(n1)-x2(n2))^2+(x3(n1)-x3(n2))^2     

 

目的関数は高さ最小ですので                                                 

 

   h →最小                                                             

 

です。第 2 層で得られた最適解に対応する球の個数を N2 と書くことにします。第 3 層では

与えられた個数 Nから第 1層と第 2層で配置された数を引いた残りの数（N3=N-N1-N2）を

配置します。第 3 層では六方最密充填と立方最密充填で扱いが異なりますので、初めに六

方最密充填の場合を述べます。 

                       

変数は                                                                     

   x1(n)：n番目球の中心 x 座標、n=N1+N2+1,....,N                          

   x2(n)：n番目球の中心 y座標、n=N1+N2+1,....,N                          

   x3(n)：n番目球の中心 z座標、n=N1+N2+1,....,N                          

   h：高さの上界                                                        

となってすべて連続変数です。制約条件は 

                                     

(1)各球は容器の中になければならないですので、つぎのようになります。        

  r≦x1(n)≦LX-r, n=N1+N2+1,....,N                                       

  r≦x2(n)≦LY-r, n=N1+N2+1,....,N                                       

  r≦x3(n)≦h-r, n=N1+N2+1,....,N                                        

 

(2)アイテムは重なってはいけないですので、つぎのようになります。            

   D(n1, n2)≧4r^2, n1=N1+N2+1,....N-1; n2=n1+1,....,N                  

 

(3)アイテムは第 2層のアイテムと重なってはいけないですので、つぎのように     

   なります。                                                                 

   D(n1, n2)≧4r^2, n1=N1+N2+1,....,N; n2=N1+1,....,N1+N2     

           

目的関数は高さ最小ですので       

                                           

   h→最小                                                              



 

です。六方最密充填に対する結果は 3 つの場合すべてに六方最密充填が得られており、

空間充填率は理論値の 0.7405に等しいです。                             

 

次に立方最密充填の場合を考えます。実は第 1 層のくぼみの中心ｙ座標は 4 つあり、手前

から     

                                                               

1+√3／3≒1.5774、1+2√3／3≒2.1574、1+4√3／3≒3.3094、1+5√3／3≒3.8868  

 

です。第 2 層ではこのうち 1 番目と 3 番目あるいは 2 番目と 4 番目のくぼみが使われまし

た。しかしながら、使われていないくぼみがあります。立方最密充填は、第 3 層でそのまだ

使われていない残りのくぼみとその繰り返しで現れるもう一列のくぼみを使うのです。すな

わち、3 列配置です。そのため立方最密充填では、第 3 層の直方体を y 方向に少しずらす

必要が生じます。ずらす量は、第 2 層で 1 番目と 3 番目のくぼみが使われた場合は－√3

／3（手前にずらす）、2 番目と 4 番目のくぼみが使われた場合、√3／3（奥にずらす）となり

ます。このずらし以外は本質的に定式化は六方最密充填の場合と同じです。                               

結果は 3 つの場合すべてに立方最密充填が得られており、空間充填率は理論値の   

0.7405に一致します。                                                       

 

以上の結果から円・球充填問題が最適パッキング問題としてほぼ解けることがわかりまし

た。“ほぼ”と書いているのは、円・球充填問題では無理数が現れるので、計算機で解くに

はそれに対する有理数近似が必要になるためです。       

本記事が読者の方々の最適化の応用に少しでもお役に立てればと願っております。 

 

========================================================================== 

本メールマガジンに関するお問い合わせは、こちらから 

お問い合わせ先メールアドレス：info@octobersky.jp  

 

本メールマガジンの配信停止は、下記のメールアドレスまで件名「配信停止」で、ご連絡くだ

さい。 

配信停止連絡先メールアドレス：marketing@octobersky.jp   

 

本メールマガジンの配信先メールアドレス変更のご連絡は、下記のメールアドレスまで、ご

連絡ください。 

メールアドレス変更連絡先メールアドレス：marketing@octobersky.jp  
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過去の全メールマガジンは、メンバー登録後ログイン頂ければ、ご覧になれます。 

メンバー登録は、こちらから（メンバー登録は、無料） 

https://www.octobersky.jp/regist/  
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本メールマガジンに掲載されている全ての記事、文章等の無断転載を禁止します。 
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